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Ⅰ.緒･ ･ 盲L

本邦にhM,号貯穀特に米賓字虫の駆除攻防0,間､′■ . II I

霊芝芸芸等 冨雲量慧冨芸hL完 _:霊芝孟子瓢

の知季節である･r任磨琴る費用で両も重る虎に準◆＼
め得られる物喪を以って/夷の嘗虫rを駆除せんと･J｣I

lさ'I 芸三莞 冨謡慧 還 芸LoE芸冨芸霊宝芸 雷

∫ /

､これもた､至った.臥さ此の不活性物質ゐ粉末を畠し/さ体

I､

'､ヽ

′

′･.I,斯様k不活性物質中昆虫把封して有すも致死件 ､ I
ナ用がノ̀Zach6;-virkL!_Pg〃等と呼科されて,笹究着､
の毎日牢奉く控室平 のは巌 痕近の軍顛 あ句

二.準 吾人埠共の原理を聯 らす晩に率い晋か与,夫 ･ I1 l
･れ牢利用して居た事は卓賢であき･･即ち,卑近な. ､い

霊芝冨諾 蔓鍔 諾 轟 霊等深 ?I ･､

にふりやける.Eとに:より駆除やTfを凌げん＼とする′ ∫I/ / 一ー▲
方由であつ子,7'イル及びア~メT)カに於ては数年･.＼㌔ ､ ㌔ .I I

茶飯に共の製品も塀安やられ,､之か要求を具しつ

つあると富ララとせある･牝劉 勺に不活性でありL
乍ら'共の微粉が虫体に封して致死作用を有串ヽー
と報告さ､れたも句には,-戯晶珪酸末,無定形珪酸 i

! ,､末,r<ントナイト,椅石宋!茨酸マグネシ'ユウ_A,

▲ '乳臥 .陶土,珪藻土の他10数稜の多数にヱ97 r

､"A,a'akl"は鹿晶珪酸末の,,I.i.V91cLa'ypcnt･oniteI

･BCGrAd吟 ｢､及び御 幣 先肇 押 された･率
･あわ"･旺ベントナイートの, ∴ 〟Celite'T,は無定形放 -

酸嘉?鮎 で言草空 海 畠とし極 東されてF ･

＼

る所,0名稲であって,'珪覆土も'又我が国に於て

佃 研…;1̀.yJVr'一考イ ト…,"穀象野'等中名稗で某､Ll'
･-ヤ析串州毎試晶とLt 一部R問に配布され'現今

敢給に達L'本邦に於でも又武居･､宮島 (1941)

芸 諾 墓誌 誓え警芸書芸讐孟喜監 三富蒜

/ 一 ､

友･叉芙浪国海津部位於耳は豆類を貯孜する場合.

之It教組な砂中に埋め七保有するそうである･耳●/. I
亦串恥 ;扇こ'*みれ声離 任って共の寄生軸 を

除く.あもt畔の不活性物質ゐ利用と言えるもので･
∴ぁろう･f ◆二 言
､放て筆者は新顔な不活性物資をふりかける市に

依､わ貯穀等虫が琴に至る粒軍を探る目的を以ク

: て,･郡 山6年,早に射 る･若干碩 陵を行ったの･I
･である本 研究要項ゐ第7･主項は奪水作用の投打j1

･誓 ~-;-lit.1=_=I,-霊 f:-_==:=_:-I:;;-:==Li-,f烹 ≡誓Iヽ ＼′
I (1933),Gcrine'r(1936),･Zacher(1937at,b)
･及びFhiu (1939号,D)専あ詮を吟時するととT.
あった.質験昆虫として未払 啓虫よりも先ず扱

作上有利に思われたテヅキyウサシCAllo50bru･
C-hug.I..chinensis,(一･)､を嵐 ;不活性物質とし八 一 !

葦 宴 琵 萱望 卦 驚 歪麦 藁 窺 薮 ,lI

∫ I

･_｣.､_■_･/....～JH__,..し...,,二.i山._… ~''■/'IUIJnこ'..Tr】一一●-1十 L̀i､J~''V''JLーム●かい.I

一′ノ頑あ正ば串と思い敢て本文を

薄ト
た東第である･ tヽ
本研究中たえす御懇篤なる御

指導
と御鞭蛙を賜b■′
触今回本文御校甲｡酢と

ら
轡,*,..紙
上

J
聖 ･君国～1947)に依
oryzae工一･に封する珪韻

原田(王?響)
ってコクノウ芸慧 監:

Lidi

土の作用たっ中細 f琴嘩贋が最近蟹表されたこ亘 .教授血 に革申教授徳永雅甲氏に封して探甚なる一 一′
諜課hTT大塔出撃部屋虫撃研究室革袋第160替/ ∴ヾ
I.【防虫科軌7.8.9538lA4(1947)1㌦

38 /
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謝意を表し,何時に垣 御々竣助を典牟られた研究

豊丘各嘩 甲 田俊良岬 教蜘畢k,Trも即 鳴乱 一
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r frL頂 読癖 :卒画 の放旺とし軸 由iu .Ocふ･

了∴ 十皿Q賓 管 '軒 .科 立
社漂土:ー､本質験は使用した捷苗土は岐阜建議土

工 羊栗合繭 牌 品 'tF料跳 ,糾 取批 新 和 阿r●
･'多恥 の申.,白色系準PE威せ速粉末忙しも .療 ･l

､ が本質験設計の常初春川撃殺を迎じて化畢研女鹿

武居三者教授より受領した約5qOg飴のS:a)であ'､

一̀＼ /8.準著は粉衷粒子の大きさを釦 りすも褒匿を宥 ＼

t 豊 蒜 鎧 諾 LT t霊霧 .聖:xq';?i3LThoi3',r(8h-?浩 三警 ;,怒 緩 急監 禁 〔 ･

I-_Ii萎 ≡三三三吉 ≡き享三……三7;=-≡ …嘉 三 ‡‡‡三三:I-I:_-jf;II:-這 三三

1-

/

ノ

′

声さ-･4･Ocrn･由大型ベlu 'シヤーrγの上方た,直 :

;筏 ノー0･7,cp･の四九を7個穿った混在 ユ616cm･厚

さ0･.Tcp･あ内相 の円板に遠めポイ･A,布を姑っ .
七欲せ,:JCの各●上の円孔の部分に直径 3.0､cni1. .1/

高さ1･Ocml･'の′Jく型べ/n :.>_7-レをかぷせて小■∫
さく置剥したも'Oを用¢た･-而して此p装置内の･,

関係舶 桓 及亘蟹 の琴 あ飽轡 鮎 出ろ七㌦

攻の6琴顎岬 節したが,藩 袋岳ぬ Z,TJ6聖 (､1? ,

/一 新 に保存や ` i:∴ , ､.感触 下部の大型.T･.トリシャ γの夫れと同一な
､- アヅキ･/ウムシ‥アヅキ31グムシは雷研究虫に ･ るものと見倣した■.erlち打20;100ク6･Im qー91

一 ･ 於て最初極ぐ纏 個体から盈して長年飼育を拭け∴ %､燕 C.,73% /C頼 oふ 9-9%･･Cic12,80
. . I■ l

∴ て雛 も甲で.･･轡 笹的のみ奉らず生麺 的にも ∵一%:Z'ncl･セ % (800毎 吟て)で墾 ･'.ノー__▲___

'庵 投方法.:*Tf離 朗 した珪鮎 粉末嘩 用 ,一･
の 1日7;lJllOoC任侠づた乾燥器に声時間入れで ･一

華甲 有水轡 嘩 し,.*の轡 晶平野 由 ふシ

千早ムを畑 たデシケてtク｢に保存した所のもの. i

･､を用t'た･新しく劉 ヒし牢ア薙 ゾウ照 成詐 ㌦
預め雌雄に分6'･夫々199匹に野して珪藻土粉末､I ∫
lg･の割合を用V,これらを直昏′4･5cmて深さ一S/I

cmで如 筒形ガラス瓶に入れて暫く5乃至下回振 ､､

り'●後机上を約 1分間に亘らて樽かして其む療末 `

を体裏に附着せしめた･如 琴離 塵 くぶるらて
I

-t ■ヽ
飴分な粉末を落し'､ユ0宇陀 .二国ttレ印IT記装定 .

の小原剖円,K入れ'80oC に花束調節を■なした噂 /I

芝霊芝芸監諾 hLTTCL表芸芸芸慧 芸話 芸芝キ-､こ l

岬 けJ地 平 号-や 拍 車動作軽 さなV'

噂 酵 J&客置共l'
て珪藻土粉末を'L賢

時を以って死とした.*Tf1
300匹宛を用vl,1占控捕!寝

＼タカ,け夜vTもの100匹宛を夫々用意して併せ記録

･し葬り抑 車キ車 中 厄大体成虫時代に埠食物

夏疲らなV,故,億 鮎 はアヅキ義貞えも泰なく.絶
て貞もみを由って小筒劃内を占着直t:めた.虫体 ,.:

輔 酎 i珪藻土粉末の如 塵習した抑 嘩 い /′/ノ

て準は其の体重の約7分の1.のJd･叫 7g･;雄は6

1l
､､資菰結果 :本荘験の結果左衣示すると第1衣占

I
.19ヽ I
J

一様な退伯笹的性質を声する一系統と見倣される

.ものである･.凍 虫の大壷由音吐温陵 80oC開院塊

､く&,7/8% に保った甲の 桓 uer(1932)正位?て ,
d∴ 凝唱された方法を多少欝更じた円田~(1541).-の袋

･琵準 於Tt行った･顔ち直鐙 8･63Pl.･一深さ､1･申m･㌔.
卑び乗れよりお顔小形な畠一組のペiリーti,ヤーJP

レを用いボイル布を以つ:C大塾シャ丁レを下たし.I

･ ''てヱ下に琴r"･平方のシャーレに庭盛の飽和PJ液 ､∫

-.f(BT c諸 宗 ;三品三冨芸慧…芸望冨警讐 賢 √

∴字 は畠楠 宰農事議轡 申 六兵衛琴南よ墜 ら.::
れた昭和15年同場産の大粒垣 (晶撞･大納言)を､

'､用心柳 ;,ノ使用特発立ち建領土粉末を保有,i.ため＼
'と同株の窄器k入れて其の含水丑を略一定 (15.8l

-%)にした･前記円田の装置に-7ヅキJTpT)ム㌣成

虫の雌雄20動 アヅキ20g.を裁 咋 産卵せしめ･･●
80℃ に花束調節をなした昭鵜定温群内に駐いた'..
然る時,卿 で成虫は約3週W後に狐化L+初あ1,.略

略が日間に克って出現するが,此のこ盤班から偽l

金な7J次代の成虫600四を得る事は充分可能であ ､l■一 l

る/･木Tf駿には絶て使用前12時間以内に率化し･'ヽ /
.大所の庭猫の揃った位重なる雌雄を用いた.I:

関触 申 異った環境下に鮒 . L､伽 羊のbLpO_015号･で奉モ･ ､ ･＼ i ＼
る権謀土の影響 ′ ･

l

∵リ



/∫

l

i
-ゝ

J / (

. . I i
t

∴ )

∴ J

､′､ 膏
pI

′ ( へ
･' I ＼

いノ 1 ､ ･･ ,, /

_･//iaかセある･･第 1議の商 魂b数字壷 軸に環境

1の開院泌皮革鞘 陣取ってグラ施 示すと琴1周 I
の如くである.,∵ノ′ Z l

i:,.､ 別 表農 芸慧霊豊琴酢 に車 /

P)警恒準偏差桓 係数

lラz300r1.5133土0.0:
F l翫 IS琵

rt-275TijiiElfT3百万㌃

▼ .-.
r /′rl

l

: 堆.
,/

n｣:二二
無専
処
坪
区

＼ヽヽ . ニー

pOloo10?0.Sol40I5060718

II
lノ

ヽ

/.

坊1田;程 の々開床潟箆環境下に於ける碇環土の彫智､
･縦軸:平均生存日数､横軸;環境の関係鵜匠%

軍 諾 ､′{=三諾 霊 卦.

.' い / I. ●＼
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～ヽ ./ L
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I′保持する桂に琴節した･●- ､′ J,p
･賛助方法:癖貰陰を有うに先立ち珪藻土粉末に

;稜 角?程軸 水分を坂収せしめ準 的定座 て,:. 一

i.器 Zcicをiozngn･;#琵 莞 蓋語 意 '':′
した砲塁に保存した･,2ケ月後には既に珪藻土粉チ

室≡ 三…三三三三芸三…≡…… 三≡':≡三三

′

､丑は/普通土賂分析法に於て行われると同様の方 ,
′/
法,･即ち乾燥せる押立酢 5g∫ 押 韻主宰入れ ､

≡≡ 三 ≡ 去 Ti=-:≡ …≡…

(

Ⅱ2bト11･57%･ENO言:17･7i%rJNacl,6.84% :

I-J･CaCl_',3:2T%･ZnCl,2.10%.の割合を以って.

g夫 準々分を合有して慮る事を確や卑∴銃に出現Iil I

'加東録平方畠岬茸由と同 か あって ,鹿 掛こ∴

..,
牲雌准夫々各停輿200四宛を用VILた?='坤封周囲

/I㌔I∴tL
毎駈粉末を牟-けない雌幣200匹宛＼∴亨用意して夫等-存日酪細悦録した′･ ∫∫Iこ空位結果:本質琴の給血第2.表の如き平均生11･ -↑.l.=･

L.-1
工

`

呂慧謡孟冨篭農慧訟霊芸霊冨雷管票
､､

~∵香子竿と第2
.
回の
弊
禦･

'

7､
･

'
･

.､
t､第2琴:程々

水分
含正を異にする荘拓土の膨響

I･＼Ⅳ･関係濃度の,T定した環境下に於いて
.IlrL-＼普 含禍 矧 こした絹 士の影響 二'常設装毘摘 記同様ゐ琶験袋琴を用い準がi関▲/I j係淑比は組七食盟の過飽和措液を以って73%を

＼･40 ､ .
./- /し ヽ ィ̀

1r

~＼＼

チ'･5C
'n摘草8:Ocn:
&円画ガラス
巌建担粉

/l了L

′

＼

･′■＼■√｣,/
′V･粉末畠哩の看鮒こ依る盟水分減少宜の此故l l
t
J
安静方巧:珪藩士
癖
の性琴及両件に町る,
,.
)㌔粉末虚理の方達は第1中質験と同様である.直径､

.＼ 1

1p . : /
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準躯 肇 - た虜の脚 か 80甲 を/きつ{:-I

入れ,燕 堀 口′妄モ去リンの11片む以うて剖まつ で

長上･1≠ム輪もとめ.て敷起すろ布の蛸 ぬ声紘 L.
牢も9牢･,.食盟の融 櫓 液を正つて閉院温度を甲
%に保bた容器内におさ･めて80001わ暗黒定温書き

串に監V?た.j4敵 対Tm匹として盛現を行わない節.

,魂 轡 や34匹を取って恥 琴印 堰 き之/&亘 一

･縦萌い平均生醜 貌･横軸…杜環土の水分含丘% .
LJOT 確 .⊥●-_嘩 *無処理区

9

⊥較した･虫は毎日一定時刻に近況着眼 の容辞よ･b

出して秤宜し,･紙Tq'の虫が死滅'してそのEI.方が⊥

定になる迄放けた･因.&に生体の水分含量k雌に＼ノ
r▲於て約50･67%.,堆Pt於七約4号･64% セぁる.,i
･賛丑結果 :雌に関する本質験毎結盛を喝示するLI
と第′8佃 の如くセ;,粒は雌に比して体水令城中のI
度合は速かではあるが略上回校友曲線を描 く串をl

-＼ ~I

･ ■

.ヽ

ヽ

ヽ
＼ 1

知った･

l ＼
幕3叫.･粉末娼理の有無は依る体水分滅少畳

.の此振 (雌)
- ､ 縦軸:体水分減少丑 (mg)% ,

杭軸 ‥測定開始後の旨欺

. 了 ○~ 舶 区 -,'丁警 覗l

l .～

●＼

′

I
(

ヽ

＼●
/

-▲

●Ⅶ.考 察 と 結 論

~ヽヽ

′
!.I

＼

ノ

＼

＼

･不活性物鮎 ぶ り.*中 る､郡に伐つや昆虫が琴か′一
転死に至る原因を共の粉末の持ち研占守水作用に∫

依粥 のや るとなす説に封して･充分なる扱打 ′予

去就みる叩 多く如 f駿を必配 するものでb,ち
が,些虎に報告せる総見は韮山で,ffE者は今可能な程度も考察を成み七見たいと思う.
即誓鮒も珪準で虚し左アヅキノウム

シを軽 -々の関係編成環境下Pt保った場合の生存日

数は結晶珪酸末を用い七 de;mer(1936)がグラ･

ナ1)キコアノウ Calandralgtapar王Aも･k就ド ニ｢I

′′_ヽノ

･ 屈 と略上同株である･･即ち第2蘭 に声す好V(塵理 }

､ 取 無塵理霞共に任鴇度の方が高泊虚の場合に比/'J

. ･して共の生存日放は払 い:∴与葱蓋を離好
<

､と無塵由鮎 画 一て舌軌 駆 る亨禦 義の如 ′ノ

くで,雌読長 老 芸許 ;3となり血 相 問の 十l J'･-｢

･平均値の差には明らかな統計的意勤 噛 め得.られ l,
/I ヽ /

ィ ‥ 声は 鳩 1i醸 絃埋.･.撃 壷甲 声の統計的吟味

J ＼
｢.木 之岬 かk粉称 ●ァヅ&')," ;㌣の曲 目数 丁∫J

に大なal影響を及ぼした掛取であると見 られる･･

次に雌雄各土の平均生存月数に就いて鰯虚理匠･,′

応現在との比を取って見ると第41-Rに示す如くで', ニー

此の比は娘腔の低い方に行くにLたがちて大き'L l'1

-芸言葦 蔓…窮 蛋芸蒜 ≡芸等 芸∴

'につれてやはり大き,'は って叩 ,･甲ち環境の開J′
..儲流産如何に依きて桂覆土虚理由影響は扱者に異

霊 芝霊 芝妄誓言慧 琵琶芸霊芝慧 農 芸.
1

＼ /
来るも.のであると青い碑よう･芝は碇廃土が虫件 ､

か線 分草野 華甲 に致轡 な野弊 衣滋 し ･/
･EたZi.解辞して決 りない甘のと思われる･而して又

/ ノ / / ′ 1' し 4■1/ .ノ･

I- 1 ＼ _ J 一 ･
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､同 時 に疲 和 ミ水 分 茶 聾 を助ける媒介物と と て 関 学 .I (

に 働 くも ? で あ る ら し い ことを暗示する ･ i

,由 る

_,一 に於 て 芸 濃 冨 琵 gL 誓忘慧霊芝窒芸 警 慧

'＼

琴 か 一く ' 而 し て 第 8 表 に 示 す様は此の= 考 の 聞 ? I

′′:･/′

,, 一 ノ 削 雫 ､;笠 既 成塑区間の

/: 蓮 町比明 らか な統 計 的 意 轟 が 認 め ′ら れ ろ 琴 a I頃 ひ

と り不 活性 rM'質の有す る 奪 水 性 0 .み に 因 声 ,も め よ

了 解 降 り ⊂補 足す る鹿 は不可能 で 卑 る ･ 一撃 者 .e 解 樺
I

･で は之 は粉 末 の虫体 呼典 え る所 の機 械 的 刺 戟 中 形/

･轡 に因 る も甲で ある となす のが粒質で はなか ち うt

･盲

イ･

＼

＼

:､･ ∴ ､

､ l

]-′＼

～
＼

ー~1

`■

篭 蒜 ← 入LL3､と琴｡;-⊥共の間の凱轡らかなノ
意 義 が 認 め られる･･r之等の結果やゝら考えても不清

適 物 質 の 有 する奪水性は昆虫に封して致死的な影
響 を 及 ぼ す 古のであると結論し得る.Y

木 賃 験中轡した野に依れば,水分合政の多叫EI Ll

と考 冬る■･即 ち'-粉末 をふ りか け られた昆 虫 は ∴

体 につ Glた粉末 粒子 の清福 を行 う革 に殆 ん ど共 ●

の 生波 を班す ものの桟 で '特 咋粉末 の密に附託 し ノ

た琉 和.01叫 Elb問 は養 えす 越 取 脚 ,隅角 等 を

竃 慧 琵 夏 GSl莞 護 憲 器 丁

､ l

LdccimbullCthtat(Fab⊥)'サ ム 卵 けゝた呼応 も 祝 ∴

.祭 記録 し,･又 Gcr血ei(1936)及 びC叫 q 93 9 ,b )

豊富 ;･:歳 三孟票 慧霊 覧 慧 望 宝 : : ･: '意

--農 芸誌 竿 等 警 ;7 ,3b6,6 霊 芝 三 三 宕 票 ＼

;三 三 三 :表 芸 =; -I;三 烹 三 F fl_I:≡ -_二

/

通 南 轡 は 敵 に 死 準 早 め る - 卵 妄 な す 曙

と 思 わ れ る ･ ＼ 一 八 ＼
㌔

壬 ‡ … 烹 ≡ l;:I ; -三 三 ‡ 三 三 三 三 Il. ≡

′

1

分 合 丑 の 多 y T粉 末 を 以 っ て 虚 理 し た 所 の 虫 に 漉 し
~ I

< # の 畢 存 日 数 は 著 し く 短 か い ･ 最 も ,水 分 含 量 の .

TT 争 順 末 紺 っ て 虚 凱 卒 も の の 生 如 数 蛸 合
､､ ●

虫 期 間 に 五 つ 七 時 J tる が 一 働 末 虚 理 を 行 わ な い 封

4 2 /

､ ､ _ ′ ､ソ

･ サ /

･ ･ l ll-

｢ ＼一

忘 左 霊 蒜&'レく三時三品 .而 し て ･:∫

､ 警 警 芸 冨芸慧 誓諾 苧驚 .■ヽ

権 求 め て 之 車統計的に表示再 と第纏 の重 く で ~ ＼ 十 t

竃 萎 蔓芋蔓書き蓋書芸還 曇整琵琶曇警'J. ,

/

/鴇現品頭痕品あ品議論納
壷壷主孟宗妄盲右京

ノ

確1 唖
無処理区-llI57%
て11157_7･i74~
7.74_山一6.34

了､6.34-8.27､､
6.34-2.lらt,Iノ3.27_2.10∴

珪藻土粉末.Pt.少年い粉末に比べると昆虫休'Rに,ド/ 4
芳し琴く:i104以上の水分を漕有する粉末が紺 ●-′
に少量附弟すlるの今で;Ljeれも過牛は間もな･く耽立lヽ
落し七了ふ事を取察L.h･,羊の事は飽和せる関係l′
感度嘩甲に琴て這-軍のもa,'極細伽
此 李 て著 しい致 声 明 巣が 拍 琵 陵 で見 られ ･L.それ 町

粉 末 の機 械 的刺 戟 咋困 る ものーと解醸 した 甲で あ る ･ I

ず ,斯 くの 如 き機 械 的利 親 を受 ける機 如 咽 ら中 一 ･

去 墓 誌 誓 急 呈 志 宣誓 禁 謁 言 霊 芸芸 左 十 二

食 畳 の 多 い粉 布 で 虚 由 Lhr虫 は水 分 の 少 ない粉 末 ､ ･

電 撃 し 奉 養,-1'DL阜点画 如 如 もの や る､与

忘 う 説 明 を 此 ?夢 如 お し画 時 に 夜 L/得 や もの

●と 思 わ れ る ･ ∴ 巨 こ ＼ / - 1

了 触 質 験 と 同 丁 疲 境 た る前 賢 験 細 牌 EE78% .＼
の 時 の 結 果 , 即 ち 雌 の生 存 日数 4:8133土0･1603

/

日 , 碓 8 ･4 600 土 0 ･1032 日と,1本 軍 政 の水 分 丑I

6 184% を 含 有 す る 粉 末 で 虚 理 した場 合 の 給 私 通■

･ ち 雌 の 生 存 日 数 3 .886 0 土 0 .12 6 8 .H',放 ■8.1850土
I

'- ･o :Q q5 6 日 と の 閥 に 就 い て 琴 丘 蓋 許 '牢求 続

早 る と , 雌 の 場 興 2 ･6ぞ ･ 二 泌 由 は 2 ･06㍍

･′ .っ で , 其 の 問 の 塾 に は 統 計 的 の 意 動 き認 められな り
＼

l : / / / ･ ､ I

＼ . I ･ . ∴ ､ - - p ･.ヽ-
u iiZq

)

ヽヽ
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心事が解る･欄 質段に使用L_た粉末は乾燥器忙依I- . I 1 I
- I-b共む含有中 野の水分を全然放逐したもあであ

こ 芸 左,T票芸言霊慧諸 芸慧誤 芸諾 三品1
理した賠泉は何れも略何様であると考え得ろ.ので

I ;∴莞 冨芸芸霊芝謡 諾 芸造詣 芝買掛

ヽ

へlのであ.ると単 軸 壷 郷される･元も卵 如率
.･度73% 咽 鎗下に於て見られた結果軸 る故･､/.I

㌔I.基部の張度環境に亘つ7:之を推論 ずる事は今回差.

･･･.軽蒜話 芸轟 豪 よ恥 蒜 に巌 体水分

I (-減少丑の此校はChiu(1939a,b)がAcaT!t去ム･̀

I 8,Ceiid>cstKb蒜 宗 法芸…孟孟宗昌を芸,'芸芸-_

∴霊讐 芸慧慧 讐 冨監 禁 慧慧霊宝是冨芸 ･､

/

末の有する奪水性が昆虫体衣から水分を専攻 する

二軍 皇芸≡蓋琵 芸芸≡書芸芸言≡;≡;:_≡■./

･/､ l I1

.有す,BLi因として･.I.娠 壷 する轡 細 乃鉦

､轡 単 体の琴墾 若き起す如 物響 きをなす ′

墨 芳志よぎ 窒 冨霊芸 芸芸孟慧警冨芸警詣

'烏 なく,又消化管に入って夫を閉塞する~と膏う珠

･衰運 も左いものと虚 し†下した呼率最 bJ't

I.志監 Sri:慧 :-i p.BKHpo;Lk袈 豊 ∫-.

＼

/

･t･ク や 御 せしめフ垂 .斯 粉不粒子率 直さ亘 ､

′東門の直射 b/J､径であ.?たゐ咋拘わらず,気管 ./ ∫

円に粉末加重見されなか?たと言う解剖寧軍事臥

･ 並びに′Chiu(1939,a)か Acanihos'cPLid占sob･I

tcctJBに封して結晶珪酸末及びベン′け イトをふ

, 蓋蓋…萎誉違 憲ni,≡.芸芸芸警冨冨萎誓書を .̀

＼･て･ 車 ない.とノした毎である･又不活性紺 の致死衡
丁･. J用は約化管を閉避せしめる結如 あるとした確か か

1 ′忘等 誓 言芸冨芸C恕 o鍔 :;崇 Du3…喜一′

･にも一述べた様に成虫時代に大休食物をとる事をし●

/'p:･､.:還 慧芸欝 墓誌 霊芝 蒜 警 妄 芸墓誌 ′･/ .
1

～ /'ヽ ′̀.～
I

I -

､1＼ .I,

l ～

t

.～＼-

●

■
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巨

､∴ ./

が琴げ坤 るや16知れず/文節者は上に述べ卑考 .
桑を以って致死原因詮の全部となすものではない ,】一,

Jが,少ぐとも冊記救民に慮って述べられた恋水作 ′＼
由詑郎旭 じ絹るものTlぁる事を結論し,申や も■′′

cth=く'a919oai㌫ 還苦諾霊霊芝霊≡欝 (
′

次第て子息J̀ Ⅶ:踏 襲圭
一或も稜の不活性物質の蛤東が昆虫に及ぼして致

L死効果を層揮するのは,共の粉末d有1'る奪水性一.

に基因するも′のであると言うZacher&Eun享ke■/-
(1981),EockeByPS(1933);Ger7aer(1936),

Zacher(1937a,b)､及びCl'iu (193ba,b) 等 J

喜 恕目的を以ob'ruahusTlの詮に封し;筆意は若干の検討妄

つ士だ験昆虫にア ヅキゾウ令､シ】

"8Coh!nce認 品 蒜 芸篭慧諾 三 上

∫

た ･ 一一 ∴ -･
ICl)･稜々の関係張度環琴下に於け盲ナヅ千ノウ:

ムシの成虫期の生存咽 は虚理匠.無塵理国共高 二
I

/ ＼

渦 度招魂ITに於かる程長く,_倍海産浮環下町於て

拝著しく短かい･而して珪藻土の致死効果は飽和 r.

I,関係張度環境下に於ても倍畠締 れ亘(箪1衰及琴

咽 )建議土粉末を以って魔理し転ものは額虚理臥～

書芸冨ア芸三言孟慧 芸讃 藍子.冨芸差益 :

･■■

:琴度に行く粒 や ;って始 攣 きく耳去/偶1こ 1

3･チ衣及窮1国)･′ 一 .i _
J■(2)一定関係iTri腔環境下 (7.8%)にあっては水 二

分を多丑に合有した放課土粉末は含水丑少なき粉

末に施して共の致兎作用は低い とが･暇及軍 国)I-

(a)放洛土粉衰t'以?て遮現したナナキグ?.A
シの休水分洩少丑の割合は無塵理のものに比して

篭 等霊芸㌫ 三等等 す定 頑物毒 1.､
､･由有する守水性は昆虫k封して致死をもたらす伊

,の主原歯i:なすもめにtLLt士.,:同時虹又粉末は昆虫

.体糞よ'0水分壷蒸散せしめ岩媒介物と.しモ働き;ン∴
侍女致死的な機械的利敵 二も早野字典よるものや ‥
ある′Jと結論し得去･L即ち静記数解放って言われ :

た所Z)奪水作用詮は此魔¢骨足し得られ ･就中
chiL'1(1939､8,b)~把依って述,<られた致死原因

詮とは全く同一給為に達した･ L'fl′ ､

. 卜 '＼ ● ､t′-i3-＼ ､ 六
･･ l句
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Chiu.S.F･(1989a)
I:vO;::lil.:di･37netr:･is/J

･/

cncEtdC:;iO'.藁-芸vtcYttuh:ttufd;ia;ye;onL

､＼●ヽ
･[･1.

ィ ,Jour･EC/On,･血 t∴32岬 0-24革.. LLJ
＼ :'chit.,早.-F･(1939_b)..IToxicity studies､of一･
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武居三吉 ･宮島式部及若視索(1947)一一草野貯蔵に閑ナ

' 卑研究(第二報竣報)･/#都大軍化革研究所武甲研＼.
vtl･daT警告筑 1'llSlu-:･'esl.a .expe中 ental

＼
′
p_opLihtionoftheazukibean'weevil,081-

J･ lopobruchus叫 nchsis(L･)･I/The･effect

i Opfu:lPaJ:lPounlsTiLnP慧n筑 豊 Dxryo.gS 浩

＼ Univ･/48:ー1-30･･ tI ､､･
Zachcr,F･&-Xunike,G.1(1981).iJUntersu･

I.chungehuherdie.ins串ti之ideWirkuigvolt
0ⅩydcnundXarbonatcn.Arb.BusBiムl.

1.Rcchsa'最T18,月0-I-2_31･′･i' ＼

-zachcr.lF･(lb87a)Tmnen占ue･Grupp.6,･.vやu
･In占cktizid6n･q･.R･耳Pc.CongreShtcrn･･･
dcZool･-Lisbomle.1d35;2336丁2840.
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pfupgdesXornkneferB'mitSiaubmittcln . 1､-I
＼ zcit.･ang叩 ･Ent･22;6Q3-630..I

了 原田盟秋 (̀1942)野哉害虫防除剤としての桂環土に託て ･
病虫哲雄蒔'L9.;25-34･一 ､

･日 EockcnyoS,G/L'･(1933)-E.ffcc,tbf_dusti9n
~thcorientalroach･Jdur･Econ,宰nt.･26.･
792-794･- , ＼ T./ JL

Richardson,C･H･.anl古池lover,･L..tI.(1989)-1lt一
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ィ ､ ung:V9nIT叩Peratur,.undLuftEeuchtig･∫ I

,:keit･Zeit･'angF.W:Ent･9-･･49711513∴gr

議 論 を壷衰参臥 得廠 転 依如 ｡素読′

･/

LJour･E甲n･Ent･25;1176｢1.181∴I~J

武居二喝 -d･舟武血(1中 一纏貯掛こ閑すち碑
′ -くれ一報)廠用屋虫等;78｢8?;防虫科挙5,0-15;
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LcthuL'EffcctoftheDiatom.accousEarthagainst･thelAzukiBeanW6evil;CalLo∫ob" clJ"i
ch,lncl;S.,･S(L･)I?sp如 11yontheProblemofthe･RelatioAofltiis･LethaL宰ffectto.thorMoisturc･

･I.･I,,ItA// I,霊 giC: :ItafLT.繋 憲 濫 造 U,ivler/sitii'･t I

-'LIt,llhstbccl空 dヤ Sヰ epreGfopSahhorsや che.r&竺uqike/19!1･ヰ ctkA毒 O.S噂 ･･Gbrmcr

十1936･叫 "rJ987a･b･andChid,939-M )IthatthPsかCaLled"ineri;,-alteriabhavc･a･.cthul～ ヽ ･＼ J l
:CfEccttosolneinsectswhentheseare＼tr9ated･asⅧ dust, a叫 oFepf叫e'r.casons.'causlngthis′ ▲

lq,thlcffcctisthbdesiccatingactidnlof-these＼PateriaLs･ F or tbepurp幣 Pfco'nfl･rmation.of

､∴thistheory-cnti_?n?di!.hove,the瓶 er.carriとd ten"SOP C eXPer1-enやsusingt叫 zukibean

′- ＼ .′＼ rt-ト

wee隼 ahd†he･dia･tomac.couB,?a埜 J ､.: ､′

･(1.)･Thelength.pfth,ea.叫 ,istTgeo,i.th.eQ声 亘 be,qn.w eevilthn.jerhigh.C一聖 vlq-･hTmi .dZtics4

i;JlohierLthanthatunderlowrelativehumidities･･Thelethaleffect･ofthediatonlaCCho血s car th

l･Sムbs品 icJenhndeT,tiesat/uT･轟 ･humid･gL;nditi.'n.(TableJl andFl･宮.､1) -メ
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